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d折で考える璧三野基
「半夏生」という言葉を聞いたことがあるでしょうか？「はんげしょう」と読みます。夏至か

ら11日目にあたる日、今年は今日、7月1日を「半夏生」と呼びます。この日は天から毒気が

降ると言われ、この目までに田植えを終え、この目から5日間は農作業をしない、という風習が

あるそうです。この5日間を過ぎると小暑（7／7）、大暑（7／23）を迎え、梅雨明け、本格的な夏

となります。1年生が植えた稲も今のところ順調に育っていて、これから来る暑く厳しい夏にど

れだけ育つのか、実りの秋を待ち遠しく思っているところです。

さて、72日間の1学期が終わりを迎えますが、保護者の皆様は、お子様の成長をどのように感

じていらっしゃるでしょうか。ほんの3か月半ですが、どこかに成長を見付けられると嬉しいで

すね。大人の3か月と中学生の3か月は10倍ぐらいの差があり圭す。「うちの子はまだまだ子供

なんだから。」とか、「何をやってもダメで困っちゃう。」などと良くない部分しか見てないのか

も知れませんね。

ここで、山口県で長く教員生活を送られた方が、子育てについてまとめた「子育て四訓」とい

うものを紹介します。

【子育て国訓】 

1　乳児はしっかり肌を離すな 

2　幼児は肌を離せ、手を離すな 

3　少年は芋を離せ、目を離すな 

4　青年は目を離せ、心を離すな 

これをお読みになって、どのように感じますか？中学生の時期は、「少年は手を離せ、日を離す

な」の時期でしょうか。私は教員生活駆け出しの頃に、生徒指導では「手をかけすぎるな、目を

かけろ」ということを先輩教師から教わりました。まさにこの四訓だったのだと今になって気付

きました。

中学生は家族、友人、地域など、他者との関わりの中で社会性が育つ時期にいます。ここでは

しっかり手を離して、活動範囲を広げてあげる必要があります。一方で、この時期の子供は親に

反抗したり、心が不安定になったりしがちです。これは、親や周りの大人に「こちらを向いてほ

しい。」というメッセージを送っているのかも知れません。親としては、この成長過程のただ中

にいる子供としっかり向き合い、共に成長することを心がけましょう。

親であれば誰しも子供には、素直に真っ直ぐ育ってほしいと考えています。1学期を終えて、

中学生として、上級生として過ごした3か月、今までとは違う何かを感じています。夏休みには、

ぜひ親子で共に過ごす時間をつくり、共に悩み考えていただけると2学期以降のさらなる成長に

繋がると思います。何かあれば学校は夏休みでも常に窓口を開いています。一緒に考えましょう。

最後になりますが、一学期間の皆様のご支援、ご協力に深く感謝申し上げます。暑い夏になり

そうです。どうぞご自愛ください。



≪7月の主な行事≫

日 �確 �主な行事 ���給食 

1 �金 �国民安全の日 ���○ 
社会を明るくする運動 

擦臓側線腺 � �� 
4 �月 �委員会 ���○ 

5 �火 �学校避難所運営委且会 ���0 

6 �水 �SC、PTA本部役員会 ���0 

7 �木 �都学力調査（2〉 ���○ 

8 �金 �合唱祭実行委員会 PTA地域生活懇談会 ���○ 

1‾～rこ■′ �…‡・萄熊燕挙襲脚 � � � 

■メ〟、㌦■ノ � �� 

11 �月 �生徒会朝礼 ���○ 

12 �火 �あいさつ運動 ���○ 
職場体験始（2） 

13 �水 �SC、PTA運営委員会 ���○ 
卒業生の話を聞く金（3） 

14 �本 金 �職場体験柊（2） ���毒　0 

15 �� ���0 
毎奴 �� � 

三：‾霊鮎如涙滅競敲 � �転．㌢ � 

■‾勺救う � �壌瀬酎嘉 � � � 

19 �火 �給食終、大掃除 ���C〉 
選挙管理委員会 

20 �水 �文部科学省英語力調査（3） 終業式■安全指導 ���× 

21 �木 �夏季休業日始 ��� 三者面談始（3） 

補習教室始 
22 �心壷 � ��� 

■ノミ訂■ � 

25 �月 � ��� 

26 �火 � ��� 

27 �水 �補習教室終 ��� 

28 �木 � ��� 

29 �金 �三者面談終（3） ��� 

隼攣牽葱・がぶ溢∫、∴ ���… 

注．（1X2X3）は該当学年を示しています

行事予定表のPTA活動に誤りがありました。
上紀の予定が正しいものとなります。

≪平成28年度　学校秤議員のご紹介≫

黒岩　　茂　様（自治会代表）
関野　久江　稚く主任児童垂員）
岩崎　敏子　轢く民生・児童委員）
安芸　茂継　様（民生・児童委員）
赤沼　寺縦　様（本校PTA会長）

学校辞儀員のみなさまからは、本校の学校運営・教育
活鄭‖こついてご助言をいただきます。

≪小中連携推進ブロック会≫

昭島市では市内小中学校を6つのブロック（中学校区）に
分け、小学校と中学校が連携して教育活動を推進する取り組
みを実施しています。

6月27日（月）に共成小学校・玉川小学校の先生方を本

校にお招きし、授業参観と連携を推進していくための研修会
を実施しました。
研修会では学習指導・生活指導等について小学校と中学校

がそれぞれ課題としていることを共有し、解決のための具体
的な手立てについて意見交換を行いました。
生徒の中には、久しぶ

りに小学校の時の学級担
任の先生と会い、うれし
そうにしている様子も見
られました。
小中連携は昭島市の重

要な教育施策であり、今

≪授業改善・授業力向上の取り組み≫

今学期、本校では校長・副校長・教員がチームを組んでお互
いの「授業観察」に取り組みました。校長・副校長は全教員の、

教員は一人2時間の授業観察を行い、“ここがよかった”、“こう
いう指導法も効果的ではないか”、“この部分をこのように改善

すべきだ”等のメッセージを交換し合い、授業改善と授業力向
上に取り組んでいます。生徒が楽しく学ぶことができ、わかり
やすい授業となるように、本校の教具はがんばっています。

この取り組みは来学期以降も継続します。

≪安全指導と避難訓練≫

学校では毎月、生活指導部による　r安全指導」と「避難訓績」を実施しています。
6月30日（木）は「給食調理皇」を出火場所とし、東側（給食調理皇側）の階段が使用できない制限を加え

ての避難訓練を実施しました。全校250名が－カ所の玄関から校庭に出て、集合し、点呼による安全確認が終
了するまで4分かかりません。たいへん立派な行動ができています。
終了後、安全指導担当からは新幹線で起きた火災を教訓として、火災の隋には煙から身を守るために「ハンカ

チ」で口と鼻を押さえて避難することの重要性について話がありました。登校時はハンカチの確認を！！

i　巾2サ糊竺－

2学期始業式は8月29日（月）です。当日の詳しい特種や授業予定は各学年だよりでご確認ください。☆

★　給食は8月30日（火）から再開します。★


